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平成３０年７月４日 

 

福島大学総合教育研究センター主催 

平成３０年度「教職員研修講座」を開催します 
 

 総合教育研究センターでは、教育現場の皆さんの研修ニーズに応えるため、福島県教

育委員会との連携の下､教職員の資質向上や教育実践の質的向上を図ることを目的に､

２系統（１日講座［夏季休業中］、通年講座［全５回程度］）の研修講座を以下のとおり

開催いたします。 

 つきましては、ご周知くださいますよう、宜しくお願いいたします。 

 

（１）日程 

【１日講座】 

７月３１日（火）「子どもの思いから始まる授業づくり」 

   ８月 ８日（水）「教師の心配り ～声を聴く・声を届ける～」 

  【通年講座】 

   ６月２３日、８月２５日、９月１５日、１０月１３日、１１月１０日（土） 

   「授業を変えたい先生のためのゼミ」 

 

（２）対象者・申込方法・受講料・申込期限 

   【対 象 者】 現職の教職員、各市町村教育委員会指導主事、本学学生等 

【申込方法】 実施要項記載の必要事項を、メール又はＦＡＸで送信ください。 

メール：kyoiku-s@adb.fukushima-u.ac.jp 
ＦＡＸ：024-548-6631 

【受 講 料】 無料 

【申込期限】 １日講座：「７月２３日(月)まで」 

※会場収容定員に余裕のある場合、締切後の申し込みも受け付けます。 

※通年講座は初回が終了していますが、途中からの参加も受け付けます 

 

※詳しくは、総合教育研究センターＨＰ(http://www.rde.fukushima-u.ac.jp/) 
又は別添の実施要項・チラシをご覧ください。 

 

（３）後援 

   福島県教育委員会、福島県小学校長会、福島県中学校長会、福島県高等学校長協会 

 

 （お問い合わせ先） 
福島大学総合教育研究センター事務室 
電 話：024-548-8110 
メール：kyoiku-s@adb.fukushima-u.ac.jp 



平成 30年度

 福島大学 総合教育研究センター

ごあいさつ

福島大学  総合教育研究センター
現職研修部門長  准教授 宗形 潤子

　教育変革の影響で、県内でも多岐にわたる様々な研修が企画され、進
められています。そんな今だからこそ、教育の原点に還るべきなのでは
と考え、今回の研修を企画しました。１日研修では「子どもの思いから
始まる授業づくり」「教師の心配り〜声を聴く・声を届ける〜」、通年研
修では「授業を変えたい、もっとよくしたい」と教師が常に求めている
普遍的なテーマといたしました。これらの講座が先生方にとって、「明
日も子どもたちと笑顔で向き合おう」「授業を頑張ろう」と思えるきっ
かけとなればと思います。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

kyoiku-s@adb.fukushima-u.ac.jp

※おかけまちがいの無いようご注意ください。
024-548-6631

メールかＦＡＸにてお申し込みください。
★ＦＡＸ送信用紙は別途メールにて各学校宛にお送りいたします。

http://www.rde.fukushima-u.ac.jp/
★福島大学 総合教育研究センターホームページ

詳しい情報はホームページ・facebookにて更新してまいります。

6月中に各学校に実施要項がメールで送付されます。受講お申し込みに必要な情報は中面にてご確認ください。▼▼▼
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お申し込み締切： 通年講座（第1回※） 6月20日（水）
 1日講座 7月23日（月）

★会場に余裕のある場合は締切後のお申し込みも受け付けます。
★「通年研修」は2回目以降の途中参加可能です。

※学内駐車場の有料化に伴い、ご利用の際は構内入口
ゲートで『入構券』をお取りいただき、講座受付時に無
料化処理対応手続きをいたします。

構内各駐車場を無料で
ご利用いただけます。P
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学校教育が大きく変わり、

様々な課題が山積している今、

教師は、中心となる軸をどこに

置けばいいのでしょうか。

研修講座をきっかけに、

自分が本当に大事にしたいこと、

ブレない自分を見つけて

みませんか？

誰かに相談したいな…

話を聴くのって大切だけど難しいな…

いい授業ってどんな授業？
子どもを理解するってどうすればいい？

子どもの思いを授業に生かすには？

どうやったら人とうまく関係がつくれる？

自分の授業、変えたいな…



5回開催計

「授業を変えたい先生のためのゼミ」

悩んでいる先生、大歓迎！！
授業は難しい!? と悩んでいる先生、一人で抱えていませんか?
同じ悩みを持っている先生がいます。仲間となって悩みを共有し、まず一歩を踏み出しま
しょう。明日も頑張ろうという気持ちが湧いてくる講座です。

日で学ぶ 研修講座1 多彩な講師陣を迎えてしっかり学ぶ集中型講義。
心に染みる講義はもちろん、
演習やパネルディスカッションも実施します。

で学ぶ 研修講座通年 一人ひとりの日々の授業実践と
深く結び付けられるようゼミ形式で開催します。

講師／金沢大学　教職実践研究科　教授 松本 謙一 氏
福島大学　特任教授 佐藤 和彦 福島大学　准教授 宗形 潤子

9:20 開会行事 ・あいさつ　総合教育研究センター長　三浦 浩喜
9:20~16:20

❶9:30~12:20

福島大学総合教育研究
センター内

【特別教室】

福島大学総合教育研究
センター内

【特別教室】

（8：50 より受付）

12:20〜13:20
休憩・昼食

12:00〜13:00
休憩・昼食

9:30～14:50

福島大学総合教育研究センター内

【授業分析室】

12:20〜13:20／休憩・昼食

7 31●火 6月 11月〜「子どもの思いから始まる授業づくり」
「子どもの思いを大切に授業をしたいけど、どうしたらいいのだろう？」子どもを見つめ、
子どもから学び、実践を積み重ねてきた先生、現在実践している先生から生きた言葉で学ぶ講座です。

通年研修受講者

通年研修を受講した方々
からの声を集めました！

子どもの本気の学びを支える

9:50 開会行事 ・あいさつ　総合教育研究センター長　三浦 浩喜

講師／富山市立堀川小学校　教諭 政二 亮介 氏

❷13:20~14:40

子どもの追究を拓く授業

講師／郡山市立明健小学校　教諭 鈴木 泰宏 氏

❸14:50~16:10

子どもの思いから始まる授業づくり

講師／福島大学　特任教授

佐藤 和彦

9:50~16:00

❶10:00~10:30／プロローグ

（9：20 より受付）

8 8●水
「教師の心配り 〜声を聴く・声を届ける〜」

子どもの願い、教師の願い、親の願い、地域の願い。学校現場にうずまくそれぞれの願いに、教師はどう向き合おうと
しているのでしょうか。ともすれば心折れそうな教師の背中を支え、一歩前へ押し出してくれる講座です。

6 23●土

8 25●土

9 15●土

10 13●土

11 10●土

「『授業は難しい!?』 悩みを明らかにしよう」
授業における自分の強み、課題などを明らかにし、授業を変えるためのテーマを決めて行きます。

私の「杖ことば」

司会／福島大学　特任教授

佐藤 和彦

福島市立福島第二中学校
教務主任

佐藤 佳治 氏

❷10:40~12:00／パネルディスカッション

テーマ 「ありがとう、先生!!  ～求められる教師の心配り～ 」

講師／福島大学　准教授 岸　竜馬

❸13:00~14:20／講義 心の聴き方
❹14:30~15:50／演習 聴いてみよう

福島市立福島第三中学校
PTA会長

誉田 憲孝 氏

福島市青少年健全育成推進会議
副会長

二文字屋 昇 氏パ
ネ
リ
ス
ト

日本生活科・総合的学習教育学会 副会長。富山
市立堀川小学校で教諭・教務主任として12年間、
富山大学に16年間、昨年度から金沢大学へ。楽し
くて子どもへの思いが誰よりも熱い!先生です。

▶ 講師PROFILE

富山県富山市出身、平成14年度福島大学卒業。
現在は富山市立堀川小学校７年目、常に子どもと
正面から向き合い、子どもの追究を支え続ける先
生です。

▶ 講師PROFILE

郡山市出身。会津若松市、天栄村の小学校に勤
務後、郡山市立芳山小学校で10年間、算数科教
育を中心に取り組んできました。子どもを笑顔
に、そして本気にさせる天才です。

▶ 講師PROFILE

病院での、思春期・青年期の子どもとの面接は10
年以上、現在は郡山市内中学校のスクールカウン
セラーも。いつも穏やかな優しい笑顔で、じっくり
と話を聴いてくれる先生です。

▶ 講師PROFILE

38年間の教職人生において、授業力を基盤とす
る教員の実践的指導力の向上、及び総合的な力
量形成の研修等に深く関わってきました。

いくらやっても子どもの心を
つかめなかったと悩む、心優
しき教師です。

持ち前の明るさと行動力で、
学校と保護者をつないできた
架け橋的存在です。

長年、学校と地域のパイプ役
として活躍してきた自称、学校
と先生の応援団長です。

Premium Saturday

悩みや課題の内容に応じて、共に考え
アドバイスができるスペシャルゲストが参加予定！

（福島大学・福島県教育センターなど）
さらに

1回第

「授業を変えるためにできることは何だろう？」
一人ひとりのテーマに沿いながら、子どもをどう見取って授業に生かすか、どうすれば課題解決で
きそうかなどみんなで考えて行きます。

2回第

「実践してみよう
  〜実践を振り返ることから、授業を変えていこう〜」
テーマに迫るために行った実践を持ち寄り、それぞれのアプローチの成果や課題についてみんなで
話し合い、振り返っていきます。

3  5回〜第

Voice

「子どもの学び」を考えて授業
をつくることの大切さを実感
しました。今後も、子どもの学
ぶ姿を具体的にイメージして
授業をつくり、子どもの姿を基
に授業の振り返りをしていき
たいと思います。

講座を受けて、答え
を見つけようとして
いれば、たどりつく
答えはあるのだなあ
と思いました。

改めて学ぶことがたくさんある研
修でした。特に自分自身教えよう教
えようと躍起になり、子どもの学び
という一番大切な視点で授業を見
れていなかったことに気付くこと
ができました。今年も授業改善講座
に参加させていただきたいと思っ
ています。

受講の申し込みについて

受講申し込みは、電子メールで下記受講申し込み用メールアドレスまで必要事項を記入の上、個人ごとに申込みください。
各学校宛に別途メール送信する「FAX専用通信票」での申し込みも可能です。なお、電子メールでの申し込みに限り、受付完了した旨の返信をいたします。

□ メール件名 「現職講座申込」
□ メール本文（下記の項目を記入）
 ①氏　名（フリガナ）
 ②職　名 校長・教頭・教諭（教務主任・研修主任・生徒指導主事・その他）
  養護教諭・事務職員・講師・指導主事・本学学生・その他
  ※中学校や高等学校の場合、担当教科名
 ③所属学校等名 ④メールアドレス（個人） ⑤10年研修対象者の有無
 ⑥受講希望講座　
 　□ 子どもの思いから始まる授業づくり（7月31日）
 　□ 教師の心配り（8月8日）　□ ゼミ（通年）
 ⑦通信等

メール・FAX記入必要事項 その他

kyoiku-s@adb.fukushima-u.ac.jp 024-548-6631

※④メールアドレスは、受講講座の諸連絡等を送信させていただきますので、個人のメールアドレス（携帯
メールの場合は、ＰＣメール受信ができるもの）を記載願います。

※複数講座を受講希望の方は、⑥受講希望講座に続けてご記入ください。

●本講座の受講料は無料です。

●本講座（1日講座）は、10 年研の｢課題研究｣の対象と
なります。申し込みメール又は FAX 専用通信票の｢⑤
10 年研対象者の有無」にその旨を記入するとともに、
10 年研対象教員であることを証明する本センター所
定用紙｢10 年経験者研修受講証明書（※）｣（校長の証
明が必要）を当日ご持参ください。
※｢10 年経験者研修受講証明書｣は、本センターホー

ムページ掲載のファイルを利用ください。

●講座日程や会場等に変更が生じた場合は、本センター
ホームページ・facebook に掲載します。
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